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「国際講演会 Intemation』Lectures
吉備国際大学大学院 社会福祉学研究科
第 1回 2015年月16日(上)
岡山キャンパスにて社会福祉学研究科同窓会との共催
現代アフリカにおける紛争と開発
慶應義塾大学 佐川 徹
請演抄録
冷戦終結の前後から凄惨な内戦が頻発したアフリカ
は,「希望なき大陸」や「紛争の大陸」として描かれてき
た。それが2000年代に入ると,アフリカは「希望の大
陸」や「最後の大型市場Jとしてポジティゾに語られるよ
うになった。今世紀初頭から,多くの国が急速な経済
成長を始めたからである。本発表ではまず,この転換
期にあるアフリカ大陸の概要を述べた。とくに,経済指
標や人間開発指数は改善傾向にあるが依然として低
い数値にとどまっていることを強調した。
つぎに,今世紀に入ってからのアフリカにおける紛争
の特徴を説明した。冷戦終結前後に発生した内戦の
多くは終息したものの,今世紀に入ってからも選挙の前
後に発生する紛争にくわえて,土地や水などの自然資
源をめぐるローカルな紛争の発生数は減少していな
い。このような紛争を解決するためには,政府や国際
社会による「上からの」一方的な介入ではなく,地域社
会が多用な経験をとおして培ってきた「平和へと向かう
ロー カルなポテンシャル」を活用する必要があることを
指摘した。
この説明に続いて,紛争の具体的な事例として,エ
チオピア・ケエア・南スーダンの三国国境付近にくらす
牧畜民間の武力を用いた紛争を取り上げた。この地域
では,家畜や放牧地へのアクセスをめぐって,集団間
の衝突が長年にわたりくり返されてきた。1980年代から
は,国家レベルの内戦によって自動小銃も拡散して,
暴力の強度が増している。このような状況下で,地域
住民はいかに平和を回復し,維持しようとしているのか
を,以下の3点に焦点を当てながら明らかにした。①
人びとが自己の戦場での経験などに依拠して生み出
している暴力批判の萌芽を拾い上げていく必要がある
こと,②民族境界を越えた個人的な友好関係を紛争
抑止に活用できる可能性があること,③ハードな境界
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に括られた集団の組織や制度ではなく,境界を横断す
る個人の実践やネットワークに着目することで,地域社
会が有する「平和へと向かうポテンシャルJがみえてく
ること.
この国境地域は,国家の中心からもっとも遠いところ
に位置し,中央政府からはなかば放置されてきたが,
近年になって国家よる大規模な開発プロジェクトが営
まれている。いわば,「放置された最辺境」から「開発
の最前線」へと転換したのである。巨大なダム建設や
多国籍企業による石油採掘にくわえて,地域社会に大
きな影響を与えつつあるのが「ランド・グラブ」(土地収
奪 。強奪)と呼ばれる動きである。国内外の資本によっ
て,数十～数万ヘクタールの土地が地域住民から剥
奪され,大規模なプランテーションが建設されつつあ
るからである.このランド・グラブに直面した地域社会
が,いかなる対応を試みているのかについて,とくに
「接触回避」に焦点を当てながら分析した。
最後に本発表のまとめと今後の展望として,①アフリ
カが「恐怖と欠乏の悪循環Jから「平和と成長の好循
環」へ向かうためには,ナショナルレベルの経済成長と
ロー カルレベルの生活改善をいかに両立させることが
できるのかがポイントとなること,②これまでは機合として
きた「ロー カルなポテンシャルJが,アフリカ社会の構造
変化にともなって有効性を損なう局面も想定する必要
があること,③地域社会の内と外をつなぐ仲介者(調整
弁)の役割の重要性が今後ますます増大してくること,
の3点をあげた。
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第2回 2015年7月13日(月)
高梁キャンパスにて実施
Lcarning with inteWigence:
A Discussion of Gardner's Theory of Muitiple
inte‖igences as Experienced through the
CIubhouse Reading Center
Alllson L.Baer,Ph.D.and Paul ql Wilson,Ed.D.
The University of Findlay Findlatt OH USA
Gardner's Theoly of Multiple lntelligences(MI
Theory)states that people learn in many different
ways.    Understanding  that,  this  presentation
describes how University of Findlay(UF)College Of
Education(COE)students who work as reading
tutors in the Clubhouse Reading Center use lVttI
theory 、vhen 、vorking 、vith children in tutoring
situations,
The Ctubhouse Reading Center offers fl・ee reading
tutoring tO children in grades one through t■、アelve, It
is run and housed in the College of Education and
has three programs.  The 3-2-l Program provides
free small group tutoring with three children working
with one tutor for l.5 hours on either Tuesday or
Thursday evenings, The CrHP Program offers free
individual tutoring for 45■ninute sessions WIonday
thrOugh Thursday evenings.  The third progranl is
the 1882 Ctub that challenges children to read l,882
■五nutes in a I」F semestei Children check in once a
month and receive a thank you gift for reading, All
togetheL the prOgrams of the Clubhouse Reading
Center  fOcus  on  irnproving  children's  reading
strengths and needs.
All children enroled in the 3-2-l and CHIP
Programs are given a pre―assessment to identif)アtheir
reading skills and needs.  Tutors then use this
information to plan engaging and targeted lessons
designed to speciacally strengthen their reading
needso   When  designing these  lessons,  tutors
consider the 、vay the  children learn best by
integrating ふ/11 theory into their lessons,  Vヽhat
follows is a brief explanation of ho、、ア this is done
using each intelligence.
Werbal Linguistic lntelligence(Word Smart)
Children strong in this inteligence learn best by
talking about what they've learned or writing about
it.  T tors encourage these children to read aloud
a d ask them questions about the various books they
read,
Logica 一Mathematic lntelligence(Logic Smart)
ヽ
～
rith these children,tutors plan a lot of puzzles or
games that include problenl solving in their lessons,
Th y H五gh  use their tutoring sessions as a kind of
mystery  about  a  book  to  be  soived  thus
strengthening the child's reading comprehension.
Musical lnte i nce(Music Smart)
These child n love music and singing so the
tutors use songs and rhythnl in their lessons, This
Hlight clude poetry with a strong rhyme scheme or
stories set to music. Learning like this helps chldren
better comprehend books thrOugh rnemorization.
Bodily Kinesthetic lntelligence(Body Smart)
Children strong in this intelligence hke to move
much of the til:笙l ,   Consequendtt tutors create
lessons that have them actively engaged in learning
through movem nt and game playing,
Visual―Spatial lntellig nce(Picture smart)
Tutors use many different kinds of pictures or
visuals with chi dren who learn hke this,  They
encou age the children to learn through discussing
illustrations or creating theif own drawing of、vhat
they have read.  This taps into their need to 、vOrk
with pictures.
Interpe sonaHnt ll gence(PeOple Smart)
When working with these children, tutors will
engage them in a lot of small grOup discussions about
books as they learn best by talking and、vOrking with
others.
I trapersonaHntelligence(Self smart)
On the othe  hand, these children hke to work
alone so tutors plan a lot of individual lessons that
encourag  the children to think deeply about a book.
Naturalist htelligence(Nature Smart)
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Chldren strong in this intelligence like to be
outside in natureo While tutors can't always do this
as it can be cold in Findlay,OH,they do use a lot of
books with themes about nature and anirnals,
The goal of the CIubhouse Reading Center is to
encourage and help children to become better
readers. By using Gardner'sム/11 Theory in all of their
lessons,tutors accompLsh that goal with ease.
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第3回 2015年9月6日(日)
岡山キャンパスにて実施
「オープンダイアロー グと地域精神保健
～フィンランド・ケロプダス病院の取組み」
NPO法人リカバリー サポートセンターACTIPS
訪問看護ステーションACT―J所長 下平 美智代
「オープンダイアローグ (Open dialoguc)J,医師の
診察や薬物治療ではなく,「治療ミー ティング」を第一
に実施し,そのなかで必要に応じて他の治療法を提案
していくアプロー チである。治療ミー ティングで行われ
ている心理療法的アプローチそのものを指してオープ
ンダイアローグと呼ぶこともある。この呼称は,開発メ
ンバーで現ユバスキュラ大学教授のヤーッコ・セイック
ラ(」aakko Seikktlla)氏が命名し1995年に論文で発表
した。このアプローチは1980年代から90年代にかけて
クロプダス病院で開発された。この病院は,フィンラン
ド北部,スウェーデンとの国境の町トルニオの郊外にあ
る精神科専門病院である.
オープンダイアローグの基本原則は次の諸点であ
る。(1)迅速な支援提供(地域のクリニックは,患者自
身,家族や親せきあるいは紹介元機関からの連絡を
受けて24時間以内に初回ミー ティングをもつ),(2)社
会ネットワー ク(患者自身とその家族,他の患者の社会
ネットワーク上の鍵となるメンバーは初回ミー ティングに
招ばれる),(3)柔軟性と機動性 (各ケースに最も合う
治療法を用い,各ケースに特有で変わりゆくニーズを
受け入れる。ミー ティングは家族同意のもと,患者の家
でもしばしば行われる),(4)責任(最初にコンタクトし
たスタッフが,治療の継続と場所の決定において,他
職種 。家族ミー ティング運営の責任者となる),(5)心
理学的連続性 (チー ムの役割は単に治療だけでなく,
症状の新しい心理学的意味を創造すること,そのプロ
セスの経験を分かち合うことの両方にある),(6)不
確実さの容認 (ミー ティングに参加する全てのメンバー
が十分に安全を感じることのできるような関係性を構築
する.クライシスから安全の適切な感覚が生じるまで
少なくとも10日～12日間は毎日ミー ティングをもつ。こ
れにより不確実さの許容といくらかの確実さの可能性が
高まる。予め全体のプランを立てるのではなく,毎回
ミー ティングの終わりに,次のミー ティングについて決
定する),(7)対話 (焦点は第一にダイアログ (対話)
を促すことに,第二に患者における,あるいは家族にお
ける変化を促すこと|こ当てられている.対話のなかで
は,患者も家族も患者の困難と問題について話し合う
ことにより,自分たちの生活における主体性の感覚
(sense Of agency)を高める。対話において参加者同
士の間の新しい理解を構築する)
r第4回 2016年1月21日(木)
高梁キャンパスにて実施
「現代フィンランドの家族
～社会変容と家族の多様化～」
マリアンネ。ノトヨ(Marianne Notko),Ph.D.,
フィンランド国立ユヴァスキュラ大学
家族研究センター研究員
総人口540万人余のフィンランドは,他のヨーロッパ
諸国と同様,過去20年間での社会変容 (工業化,都
市化,少子高齢化)のもとで,家族の形態や結婚・カッ
プル関係の意味や様態が大きく変化してきた。とくに家
族関係がどのように形成されるかという初めの段階に
おける変化は注目に値する。過去においては,伝統的
な家族は,家族形態の標準化と世代間関係について
の予見性という点で特徴的であった.これに対し,現
代の家族は,以前のような予見性は低くなり,変化の見
通しはますます不透明になっている。家族の構成員の
人生の道筋は複雑になっている。家族概念をめぐるイ
デオロギー・レベルでの変化も含め,現代社会の多様
な家族を研究するには,新たな複合的な視点が不可
欠である。
フィンランドでは生まれてくる子どもたちのうち40%は
母親たちが未婚であることは,日本との大きな相違で
ある。また,子どもの年齢が上がるにつれ,ひとり親世
帯の割合も高くなる傾向がある。2014年には17歳の未
成年者の2割が母子世帯であった。それでも17歳の
未成年者の8割は両親と暮らしている.子どものいる
家族のうち9%は再婚家族である。
近年,フィンランドではすべての年齢層で婚姻率が
低下し,また,過去20年間で離婚率には大きな変化は
なく,初婚の39%は離婚に至る。同性カッカレについて
は,333組が公式に登録しているが,異性カップルの
場合と同様,別れる確率は高く,109組が離別してい
た。(2014年統計)
子どもの約半数は親の離婚や別居を経験し,一時
的なひとり親家族生活も珍しくない。基本的には,両親
の離婚後も,親子関係は維持することが積極的に支援
されているが,高葛藤事案やDV虐待事案では,裁判
所は家族ソー シャルワーカーとも連携しつつ慎重に判
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断することになる。
家族形態や家庭生活の多様化は共感や寛容性を
深めるきっかけにもなりうる。以前は「離婚」もスティグ
マであったが,今日はそうではない。人生には「唯―の
真実」や「唯―のチョイス」があるのではなく,多様な家
庭において子どもや大人は,家族の多様化のもとでも,
平穏で調和のとれた家庭生活を過ごすことができつつ
ある。
(第3回,第4回については,講師パワーポイントを
もとに,高橋睦子が抄録作成)
